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【研究の背景】我々の研究グループでは，科研費基盤研究（S）事業（課題番号: 17H06159）にお

いて，時間相関からガンマ線入射方位を特定する反跳電子追跡型ガンマカメラを用いた多光子ガ

ンマ線時間／空間相関型断層撮像法の確立を目指している．本撮像法は，複数光子間の相関を用

いて，体内放射能濃度を高分解能，高感度かつ高 S/N 比で決定できる画期的な手法である．本事

業では，理研 AVF サイクロトロン（AVF）を用いて，43K（半減期 T1/2 = 22.3 h），48Sc（43.67 h），

48Cr（21.56 h），71mZn（22.3 h）などの多光子放出 RI の製造技術開発を進めている．今回，43Ca(d,2p)43K，

46Ti(α,2n)48Cr 反応を用いて，それぞれ 43K と 48Cr の製造を試みたので報告する．  

【実験】AVF で 24 MeV に加速した dビーム（3.2 

μA）を直径7 mmの円盤状に加圧成型した濃縮 43Ca

の酸化物標的（濃縮度 56.30%，厚さ 366 mg/cm2）

に 5 時間照射した．また、29 MeV に加速した αビ

ーム（1.0 μA）を Al 箔で直径 3 mm の円盤状に包

んだ濃縮 46Ti の酸化物標的（濃縮度 96.84%，厚さ

48.1 mg/cm2）に 1 時間照射した．照射後，43CaO

標的を塩酸に溶解した後，Ca をシュウ酸沈殿とし

てろ別し，陽イオン交換法で 43K を精製した．精

製 43K 溶液と非破壊 48Ti 標的について，Ge 検出器

を用いたガンマ線スペクトロメトリーを行った． 

【結果と考察】図 1a と 1b に，それぞれ 43K と 48Cr

のガンマ線スペクトルを示す．反跳電子追跡型ガ

ンマカメラの開発に利用できる 43K のガンマ線

（372.8，396.9，593.4，617.5 keV）と 48Cr のガン

マ線（112.4，308.3 keV）を明確に確認できた．今

後，両核種を用いてガンマカメラの開発を進めて

行く予定である． 

図 1. (a) 43K のガンマ線スペクトル（照射終

了後 15.1 時間）．(b) 48Cr のガンマ線スペク

トル（照射終了後 8.5 時間）． 
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